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伝道に燃える教団

　人々にイエス・キリストを最初に宣べ伝えた者とは

誰でしょう。「羊飼いたちは、この幼子について天使

が話してくれたことを人々に知らせた」（17 節）。名

も知られぬこの羊飼いたちこそ最初の伝道者です。神

が特別に選ばれた人たちです。この人たちの姿を見る

と、伝道とは何かがはっきりするのです。

　最初のクリスマスの夜、羊飼いたちはいつものよう

に野宿をしながら羊の群れの番をしていました。羊飼

いたちは羊を世話することで安息日を守れず、罪人の

烙印を押されていました。また羊の持ち主に低賃金で

雇われ貧しくもありました。社会の周辺に追いやら

れ、神の恵みから遠くにあると自他共に認めるしかな

い者でした。神はこの羊飼いたち目がけて近づいて来

られ、天使を通して語りかけられたのです。

　救い主到来を告げる神の語りかけを聞いたのは、聖

書をよく理解していたはずの祭司や律法学者たちで

はありませんでした。神は羊飼いたちを選び、語りか

けられます。羊飼いたちはこの偉大な出来事をよく理

解していたわけではないでしょう。神が人となられた

秘儀。旧約の預言の成就。救い主到来の意味。布にく

るまれているというしるしが、十字架で死なれる主イ

エスのお身体を包む布の暗示であること。よく分かっ

ていなかったのでしょう。

しかし、はっきりしてい

たことがあります。それ

は、神が天使を通して自

分たちに語りかけてくだ

さったということです。

　その夜、羊飼いたちはいつもの生活をしていました。

自分たちは罪人だと思っていましたし、貧しく、神の

恵みから遠い者だと考えていました。別に立派ではな

いし、救い主到来の意味をよく理解していたわけでも、

ましてやそれを上手に語る言葉を持っていたわけでも

ありません。ただ、神が選ばれ、神が近づいて来られ、

自分たちに語りかけてくださった事実に比べれば、ど

うでもよいことに過ぎなかったのです。

　私たちも羊飼いたちと同じではないでしょうか。た

だ、神が選ばれ、神が近づいて来られ、この「私」に

語りかけてくださった。布にくるまれている乳飲み子

が救い主であることを信じるだけです。よく理解して

いると胸を張れるわけでもないし、上手く語れるわけ

でもありません。しかし、神はそんな私たちをこの時

代この国において選んでくださったのです。「恐れる

な。わたしは、民全体に与えられる大きな喜びを告げ

る」（10 節）。羊飼いたちが町の人々に伝えたように、

私たちはこの国の人々に伝えるだけです。家族や友人

に、同僚や隣人に伝えたいのです。「イエス・キリス

トによって私に語りかけてくださった神は、あなたに

も語りかけてくださっています。『今日ダビデの町で、

あなたがたのために救い主がお生まれになった。この

方こそ主メシアである』（11 節）と」。
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本 　本日本基督教団　伝道推進室
今こそ、福音伝道の前進のために！

「クリスマスの伝道者」
ルカによる福音書　第2章 8～20節

小林克哉呉平安教会牧師

第 38教団総会期／伝道委員長

今こそ
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　中高生・大学生の青年たち 10 名
が米国テキサス州オースティンのシ
ダーパーク第一合同メソジスト教会
を訪ねました。東日本大震災をきっ
かけにして初めて実施された日米
ユースミッションです。ユースたち
は教会集会出席、ホームレス・貧困
者支援、レクリエーション活動を通
じて交わりを深めました。行動の中
の信仰を学び、神と人との関係を考
え続けた彼らの声をお届けします。

大韓イエス長老会セムナン教会　大山海声

陸前古川教会　武田真希

習志野教会　小関達也

読谷教会　具志堅奏

田浦教会　下田尾樹

三郷バプテスト教会　正田ちえ

バプ連常磐台教会　鶴田大喜
－

松戸教会　上栗愛花

草加教会　谷脇光一

鎌倉教会　東城　叶

献身と献金に支えられて
　聖霊の導きと伝道への熱き思いに促されて、伝道推進室発足と時を同じくして届いた米国合同メソジスト教会とかつてのベ
ルリン・ブランデンブルグ領邦福音主義教会の招きに応えて、今夏の日米・日独同時進行の「ユースミッション 2013」が実施
されました。
　２つのユースミッションの底流に共通して流れていたものは、東日本大震災被災地への祈りでした。被災地からも参加者が
与えられて人知を越えた祝福が与えられました。今回は教団にとって初めてのケースで予算の準備のない中での計画でしたが、
本当に多くの方々の伝道への祈りと献金がささげられて無事に終わることが出来ました。若き日に、主イエス・キリストに出
会い、国籍は異なっても、「主にあって一つである」ことを体験し、神の家族や主にある友に出会って欲しいと願いました。交
流が今夏だけの１回限りで終わるのではなく、「継続」を視野に入れつつ、共に祈りを合わせていきたいと思います。

「ユースミッション 2013－日米&日独」実行委員会委員長　杉森耀子

　ユースミッション 2013 日独教会
青年交流実行委員会の祈りは、この
旅を通して、良き出会いが与えられ、
それぞれを送り出してくださった教
会で、また日本の地でキリスト者と
して力強く歩んでほしいというもの
でありました。
　その祈りに主が恵みをもってお応
えくださったことを、参加者の感想
文を引用することでご報告したいと
思います。

　15～22 歳の 13名のユースたちが口をそろえて語っ
てくれたことは、ホストファミリーやドイツの青年、
また日本の教会青年との良き出会いが与えられたこと
でした。

　また多くの青年が記した感想は、この旅がただ、楽
しかった旅ということに終わることなく、それぞれが、
それぞれの持場で、活かしたいということです。

　伝道推進室のもとで行われたこの旅の実りが、主の
憐れみと導きにより真に豊かであったことを感謝とと
もに報告させていただきます。

中高生・大学生の青年たち 10 名 　ユースミッション 2013 日独教会

参加者たちの声－日米教会青年交流

7.19～30 8.19～307.19～30 8.19～30

鎌倉泉水教会牧師　片岡宝子

参加者たちの声－日独教会青年交流
東北教区センター主事　山元克之

▲テキサス大学内、
　Street Youth Ministry に参加

▲全体写真

▲地元新聞に掲載された
　「市長訪問」

▲75 メートルの風車に
　上った「風力発電所」

▲自然豊かな場所で
　環境問題を考えた
　「教会キャンプ」

▲滞在最後の日、日本側から Tシャツを送る

▼ホームレスへのランチ・
　生活必需品を用意
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155 年目のジャパン155 年目のジャパン
　「神はお造りになったすべてのものを御覧に
なった。見よ、それは極めて良かった」（創世
記 1章 31 節）とある。この「極めて良かった」
世界、神の喜びであった世界が、なぜ再創造さ
れなくてはならなくなったのか。
　それは、私たちが神の前に生きる存在である
ことを忘れ、自分の喜び、自分の楽しみのみを
求める存在になってしまったからだ。人間が求
める喜びと楽しみの極限は「神の座」に座り、
神のごとくふるまう事だ。「さあ、天にまで届
く塔のある町を建て、有名になろう」と言って
バベルの塔をつくった。人間が自分の喜びと楽
しみを追い求め、神の領域に踏み込んでしまっ
た時、滅びの危機の中に沈むことになる。日本
の原発事故は、その事を警告していると思う。

　「代々とこしえに喜び楽しみ、喜び躍れ。…
その民を喜び楽しむものとして、創造する」（イ
ザヤ書 65 章 18 節）。本当の喜びと楽しみを見
失い、滅んでいく人間を「神が喜び、楽しむ人
間に創造する」と語られる。この新しく創造さ
れた世界では「狼と小羊は共に草をはみ」（25
節）に示される、「共に住めないもの」が、「共
に住み、共に生きる」平和な世界が実現すると
語られている。ドイツと日本、言葉が違い、歴
史と文化が違う。しかし、この二つのものが一
つにされ、主イエスの体である教会へ、この新
しく創造された世界に招きいれられた。この新
しい世界の、この礼拝を神が喜び楽しんでくだ
さっている。「だから喜び楽しみ踊れ」と今日
の御言葉で語られる。
　ドイツと日本の青年が一つとなって「喜び、
楽しみ、歌う」この礼拝の輪を広げることが世
界の平和につながる事を、今日の御言葉は教え
ている。

　８月 26 日に訪れたハイリゲングラーベで、
わたしたちは研修会を持ちました。ドイツ側か
ら提示されたテーマ「東日本大震災後の日本－
何が変わったか？」に応え、被災地のスタッフ
が発題しました。山元克之師（東北教区セン
ター）が、震災発生時に遡り津波、原発事故の
映像を示し、被災者支援センターの働きを中心
とする津波被災地域の報告をしました。これに
続き、わたしは福島（いわき）から発題しました。
　いわき市では、3,500 戸超の仮設住宅と借上
住宅に多くの人々が仮住まいを余儀なくされて
います。わたしたちの教会や幼稚園には、いわ
きの被災者、帰還困難地域からの避難者、東京
電力の勤務者、復興事業従事者が集います。い
わきを離れた家族もいます。小さな群れですが、
震災の傷はそれぞれに異なり、痛みの共感を妨
げています。大きな苦難の中で痛みを共有でき
ないことはもっとも辛いことです。

　2012 年末、日本では政権交代が起こりまし
た。震災直後は一時、脱原発・自然エネルギー
が推進されましたが、政権交代と共に逆の道を
行きます。福島では除染や健康調査に追われ、
汚染水が溢れているにもかかわらず。汚染水問
題は非常に深刻化しており、今や日本は国際社
会の加害者です（ドイツ滞在中、IAEA は福島
原発事故評価を尺度 INES によりレベル３に引
き上げました）。一方ドイツでは、福島の事故
直後、倫理委員会と原子炉委員会の公開討論が
行われ、倫理委員会が大きな支持を得て脱原発
が決断されます。神学者と教会が大きな働きを
担いました。
　「震災後に日本がどう変化したか？」この問
いにわたしたちは口ごもりました。普段、被災
地の現状に触れることの多くないユースたちで
したが、戸惑いつつも、言葉を選びながら語り
合い、その後、風力発電所に移動する車中も話
は続きました。環境への意識が高いドイツの
人々の思考や暮らしに触れる旅で、ユースたち
は、キリスト者として環境・エネルギー問題を
考える経験を得たのです。

　2014 年は、プロテスタント日本伝道
155 年目にあたる。
　1859 年、伝道未開地ジャパンに、日米
協定の開港日を待たず宣教師たち来航。
1883 年フルベッキ報告。教会数 93、信
徒数 4,987 名。これは大阪で開かれた第
２回宣教師会議で報告された過去 10 年間
の宣教記録である。当時のプロテスタン
ト信徒数をジャパンの人口比でみれば
0.015％となる。
　2013 年秋、日本基督教団で開かれた全国財務委員
長会議の報告を試算すれば、教会数 1,702、現住陪餐
会員数 88,190 人、前年比 1,189 人の減（沖縄は前年
同数と仮定、教団年鑑発売前の試算）。
　「伝道は数字ではない」と言われてきた。しかし伝
道の結果は数字に表れることは事実。だが数字は昨日
までのことを語るだけ。そうではあるが果たしてそう
なのか。そこから何かを読み取り、隠されている何か
があるのではないかと探る。それを読み透すのはこち
ら側の問題。伝道の使命として示されるものがあるの
ではないか。それを読み解くのが私たち一人ひとりに
託された課題ではないだろうか。
　いま、155 年目を迎えたジャパンの中の日本基督教
団はどうか、全国財務委員長会議の現住陪餐会員数を
現在の人口比で見れば 0.069％。この数字を見て、フ
ルベッキたちを送り出した本国のミッションボードは
どう解釈するだろうか。

【グラフについて】
⑴この図は４つのグラフに出来事の特記事項を織り込
んであるので、出来事とグラフとの関係を見ること
ができる。つまり出来事がグラフにどのように影響
を与えたか、因果関係が見えてくる。横軸の年度は、
統計の出揃う戦後３年目の 1948 年から 2030 年ま
での数字でできていて、2012 年以降は傾向から割

り出した予測推定数で示してある。
⑵３本の折れ線グラフ青色は現住陪餐会員数、真ん中
の赤は別帳数。下のピンクは推定減数で中身は死去、
別帳その他（不在は含まない）による推定減数。縦
棒グラフは年度ごとの受洗数。
⑶図の上部左の橙色囲み 1949 年の現住陪餐会員数
121,844 人と当時の人口比率 1.149％。右上橙色囲
み 2007 年の現住陪餐会員 94,709 人と人口比率
0.074％である。左右で半世紀の対比ができる。
⑷青のグラフ現陪数を見ていくと、1948 年は
106,677 人。その後不自然な統計があるものの、
1959 年宣教百年を経て 1967 年には、その後２度
と戻らないピーク 106,215 人となる。1969 年教団
紛争により、数年間で 12,025 人が教団を離れた。
2012 年 90,184 人。この時点の 2030 年傾向予測は
65,580 人。これが 2030 年問題。戦後受洗第１世代
と第２世代が限りなくゼロになる年である。教会・
教区・教団そのすべてに大きな影響をもたらす。こ
れには、ピンクの減数と受洗数とが密接に関係して
くる。
⑸縦棒グラフ受洗数の推移をみると、まさに荒れ野の
40 年。未だ伝道力回復の兆候は見せていない。

　今回はここまでとして、各教区はどうなっているか、
高齢問題と言われているその実体はどうなのかなど、
検証すべき課題は多く、またの機会としたい。

８月 26 日に訪れたハイリゲングラーベで、

た
が
行
汚

「新しい天と新しい地の創造」

「東日本大震災後の日本－
　　　　　何が変わったか？」

イザヤ書65章 17節～ 25節

▲日本基督教団／教勢分析グラフ

第 38教団総会期／常議員・目白教会員　鈴木功男

第 38教団総会議長・越谷教会牧師　石橋秀雄

磐城教会牧師　上竹裕子

8.26 研修会報告

8.25 主日礼拝説教《ウストラウ・コミュニティ教会の主日礼拝にて》
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155 年目のジャパン155 年目のジャパン
　「神はお造りになったすべてのものを御覧に
なった。見よ、それは極めて良かった」（創世
記 1章 31 節）とある。この「極めて良かった」
世界、神の喜びであった世界が、なぜ再創造さ
れなくてはならなくなったのか。
　それは、私たちが神の前に生きる存在である
ことを忘れ、自分の喜び、自分の楽しみのみを
求める存在になってしまったからだ。人間が求
める喜びと楽しみの極限は「神の座」に座り、
神のごとくふるまう事だ。「さあ、天にまで届
く塔のある町を建て、有名になろう」と言って
バベルの塔をつくった。人間が自分の喜びと楽
しみを追い求め、神の領域に踏み込んでしまっ
た時、滅びの危機の中に沈むことになる。日本
の原発事故は、その事を警告していると思う。

　「代々とこしえに喜び楽しみ、喜び躍れ。…
その民を喜び楽しむものとして、創造する」（イ
ザヤ書 65 章 18 節）。本当の喜びと楽しみを見
失い、滅んでいく人間を「神が喜び、楽しむ人
間に創造する」と語られる。この新しく創造さ
れた世界では「狼と小羊は共に草をはみ」（25
節）に示される、「共に住めないもの」が、「共
に住み、共に生きる」平和な世界が実現すると
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しく創造された世界に招きいれられた。この新
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の御言葉で語られる。
　ドイツと日本の青年が一つとなって「喜び、
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　８月 26 日に訪れたハイリゲングラーベで、
わたしたちは研修会を持ちました。ドイツ側か
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何が変わったか？」に応え、被災地のスタッフ
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汚染水が溢れているにもかかわらず。汚染水問
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原発事故評価を尺度 INES によりレベル３に引
き上げました）。一方ドイツでは、福島の事故
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鳥取砂丘で力一杯、声の限りに讃美！

伝道キャラバン報告伝道キャラバン報告道キャラバンン報告道キ ラバ 報告道キャラバン道キャラバンン報告ン報告

鳥取
伝道伝道伝道伝道

　石橋秀雄先生、藤盛勇紀先生をはじめ伝道キャラバ

ンの皆様に心より感謝申し上げます。伝道キャラバン

隊は９月 14 日（土）に教会を問安くださり、15 日（日）

朝から教会学校、礼拝、特別集会と３回にわたってご

奉仕くださいました。石橋先生の笑いに満ちた腹話術

と手品、聖霊に導かれた力強いメッセージ、そして喜

びにあふれる神学生の証に教会員一同励まされ心燃や

されました。

　私は伝道キャラバンを通して特に一つのことを示さ

れました。それは苦しみの中で自ら求めて聖書を読み、

教会を訪ね、神様に出会われたという証でした。クリ

スチャンホームで育てられた私は今まで自然に神様を

信じてきましたが、熱心に神様を求めているのかと問

われたように感じました。今日々の歩みを点検し反省

しているところです。与えられた恵みを忘れることな

く今後の信仰生活の糧としたいと思っております。

　唐突に始まった、総会議長のトランプ手品と腹話術

に、子供も大人も引き込まれ、石橋ワールドの虜になっ

てしまい、「僕イエス様を信じています」と言いそう

になりました。

　一転して、ソフトな語り口の藤盛師の説教は、毎週

水曜日の聖研祈祷会で欠かさず聴いてきた FEBC のス

ピーカーの彼方のマイクの前の人が今、目の前で語り

始められたので、うっとり眩暈状態でした。最後の熱

い決めにさしかかった時は、「私も聖職者になりたかっ

た」と皆が心の中で叫んだ筈です。

　議長は小さなエピソードも価値ありと察したら、す

かさず全員集合でキャラバンの皆様に披露され、高効

率なリーダーシップに驚かされました。お帰りの朝は

新幹線も止まるゲリラ豪雨が東へ移動し、その後を追

尾しながらのドライブでしたから、安心でした。

　主の御守りを実感いたしました。

　伝道キャラバン鳥取をひと言で言うと「主が道を備

えてくださると確信した旅」でした。

　鳥取信和教会と用瀬教会の先生方や信徒の方々は私

たちをとても温かく迎えてくださり、おいしい料理を

ふるまってくださいました。みなさんとの交わりを通

して、どこにいっても同じ神様を信じ、共に礼拝を守

ることができる喜びを感じました。

　この体験によって、自分が将来派遣された先で御言

葉を取りつぐために今しっかり学ばねばという思いが

新たにされました。

　また、旅の間、教団で尊いお働きをされている先生

方と交わりの時を持てたのも、大きな恵みでした。魅

力的な先生方や共に旅する神学生たちと牧会について

じっくり話すことができ、とても充実した時間となり

ました。伝道者として立てるよう、主が私という土を

こねておられるのを感じます。

　多くの出会いに感謝しつつ。

　前年の沖縄に引き続き２度目の参加となる、伝道

キャラバン鳥取への参加が許され、濃密な４日間を過

ごすことができました。鳥取では、鳥取信和教会と、

用瀬教会の皆様に迎えていただきました。

　私は用瀬教会で主日礼拝に与りましたが、礼拝堂や

牧師館は教会員の方々が皆で材料を出し合って造られ

た（！）ことに大変驚きました。そのような教会なので、

お一人お一人が教会をとても愛しておられました。

　礼拝後の愛餐会では、葉以潔先生の母国である中国

語の讃美歌を皆さんで歌って下さり、用瀬教会で牧会

しておられる葉先生と教会員の方々は大きな信頼関係

で結ばれていることを感じました。イエス様が中心と

なって、御言葉に養われた力強く温かい教会形成につ

いて知ることのできた大変貴重な時でした。

　引率して下さいました石橋先生と藤盛先生、そして

用瀬教会と鳥取信和教会の先生方と教会員の皆様、あ

りがとうございました。

　「伝道の楽しさ、伝道の喜び、それを同行の神学生たちに身をもって味わってほしい」。そんな願いを
持って今回の伝道キャラバン鳥取をスタートした。学部１年生から大学院１年生まで、女性３人男性２
人、年齢の幅も 30 歳の神学生たち。それに教師が２人。隊長の石橋秀雄牧師をして「誰一人欠けても
成り立たなかった伝道キャラバン」と言わしめた個性の集合が、１台の車に同乗して鳥取を目指す。
　今回は、鳥取の２つの教会を訪ね、奉仕させていただいた。まず、鳥取市街にある鳥取信和教会。何
より祈りを重んじ、主日礼拝の中で信徒が次々と祈るスタイル、さらに、「祷告名簿」と呼ばれる祈祷
課題を綴った信徒名簿を手に祈る姿勢に、活水の群の伝統に連なるこの教会の歴史を学んだ。
　次に、市街地にある鳥取信和教会とは対照的に、郊外の田園風景の中にゆったり佇む用瀬（もちがせ）

教会。訪ねる前には、地方伝道の困難に悪戦苦闘する姿を想像していたが、豊かで実りある伝道を推進
している現実を目の当たりにした。牧師も信徒も、ゆったりと構え、しかも伝道のため主に献げること
においては隙が無い。
　２つの特質ある教会で奉仕させていただき、その交わりに入れられて、それぞれ受けたものの豊かさ
を互いに分かち合い、喜びあった。一行は、伝道キャラバンならではの得難い刺激を受け、何とも嬉し
い興奮が帰りの車内に満ちる。疲れを覚える暇も無く東京に帰着、深夜の東京神学大学で感謝の祈りを
共にした。

用瀬教会
９.13（金）
　.14（土）
　.15（日）
　.16（月）

鳥取へ出発
２教会を訪問
各教会で奉仕
帰路へ

鳥取信和教会

鳥取信和教会 鳥取県鳥取市吉方温泉

神様を求める

鳥取信和教会員　廣田のぞみ

教団総務幹事　藤盛勇紀

僕イエス様を信じています

用瀬教会員　国岡啓二 伝道キャラバン鳥取に参加して

東京神学大学 4年　瀧山喜与実

東京神学大学大学院 2年　佐藤　愛

用瀬教会 鳥取県鳥取市用瀬町

伝道の喜びを経験する旅

♫
Tottorisinwa Church

Mochigase Church

Caravan Member



６伝
道
推
進
室
報　

№
２　

２
０
１
３
・
11
・
24

伝
道
推
進
室
報　

№
２　

２
０
１
３
・
11
・
24

７

鳥取砂丘で力一杯、声の限りに讃美！

伝道キャラバン報告伝道キャラバン報告道キャラバンン報告道キ ラバ 報告道キャラバン道キャラバンン報告ン報告

鳥取
伝道伝道伝道伝道

　石橋秀雄先生、藤盛勇紀先生をはじめ伝道キャラバ
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　一転して、ソフトな語り口の藤盛師の説教は、毎週

水曜日の聖研祈祷会で欠かさず聴いてきた FEBC のス

ピーカーの彼方のマイクの前の人が今、目の前で語り

始められたので、うっとり眩暈状態でした。最後の熱

い決めにさしかかった時は、「私も聖職者になりたかっ

た」と皆が心の中で叫んだ筈です。

　議長は小さなエピソードも価値ありと察したら、す

かさず全員集合でキャラバンの皆様に披露され、高効

率なリーダーシップに驚かされました。お帰りの朝は

新幹線も止まるゲリラ豪雨が東へ移動し、その後を追

尾しながらのドライブでしたから、安心でした。

　主の御守りを実感いたしました。

　伝道キャラバン鳥取をひと言で言うと「主が道を備

えてくださると確信した旅」でした。

　鳥取信和教会と用瀬教会の先生方や信徒の方々は私

たちをとても温かく迎えてくださり、おいしい料理を

ふるまってくださいました。みなさんとの交わりを通

して、どこにいっても同じ神様を信じ、共に礼拝を守

ることができる喜びを感じました。

　この体験によって、自分が将来派遣された先で御言

葉を取りつぐために今しっかり学ばねばという思いが

新たにされました。

　また、旅の間、教団で尊いお働きをされている先生

方と交わりの時を持てたのも、大きな恵みでした。魅

力的な先生方や共に旅する神学生たちと牧会について

じっくり話すことができ、とても充実した時間となり

ました。伝道者として立てるよう、主が私という土を

こねておられるのを感じます。

　多くの出会いに感謝しつつ。

　前年の沖縄に引き続き２度目の参加となる、伝道

キャラバン鳥取への参加が許され、濃密な４日間を過

ごすことができました。鳥取では、鳥取信和教会と、

用瀬教会の皆様に迎えていただきました。

　私は用瀬教会で主日礼拝に与りましたが、礼拝堂や

牧師館は教会員の方々が皆で材料を出し合って造られ

た（！）ことに大変驚きました。そのような教会なので、

お一人お一人が教会をとても愛しておられました。

　礼拝後の愛餐会では、葉以潔先生の母国である中国

語の讃美歌を皆さんで歌って下さり、用瀬教会で牧会

しておられる葉先生と教会員の方々は大きな信頼関係

で結ばれていることを感じました。イエス様が中心と

なって、御言葉に養われた力強く温かい教会形成につ

いて知ることのできた大変貴重な時でした。

　引率して下さいました石橋先生と藤盛先生、そして

用瀬教会と鳥取信和教会の先生方と教会員の皆様、あ

りがとうございました。

　「伝道の楽しさ、伝道の喜び、それを同行の神学生たちに身をもって味わってほしい」。そんな願いを
持って今回の伝道キャラバン鳥取をスタートした。学部１年生から大学院１年生まで、女性３人男性２
人、年齢の幅も 30 歳の神学生たち。それに教師が２人。隊長の石橋秀雄牧師をして「誰一人欠けても
成り立たなかった伝道キャラバン」と言わしめた個性の集合が、１台の車に同乗して鳥取を目指す。
　今回は、鳥取の２つの教会を訪ね、奉仕させていただいた。まず、鳥取市街にある鳥取信和教会。何
より祈りを重んじ、主日礼拝の中で信徒が次々と祈るスタイル、さらに、「祷告名簿」と呼ばれる祈祷
課題を綴った信徒名簿を手に祈る姿勢に、活水の群の伝統に連なるこの教会の歴史を学んだ。
　次に、市街地にある鳥取信和教会とは対照的に、郊外の田園風景の中にゆったり佇む用瀬（もちがせ）

教会。訪ねる前には、地方伝道の困難に悪戦苦闘する姿を想像していたが、豊かで実りある伝道を推進
している現実を目の当たりにした。牧師も信徒も、ゆったりと構え、しかも伝道のため主に献げること
においては隙が無い。
　２つの特質ある教会で奉仕させていただき、その交わりに入れられて、それぞれ受けたものの豊かさ
を互いに分かち合い、喜びあった。一行は、伝道キャラバンならではの得難い刺激を受け、何とも嬉し
い興奮が帰りの車内に満ちる。疲れを覚える暇も無く東京に帰着、深夜の東京神学大学で感謝の祈りを
共にした。

用瀬教会
９.13（金）
　.14（土）
　.15（日）
　.16（月）

鳥取へ出発
２教会を訪問
各教会で奉仕
帰路へ

鳥取信和教会

鳥取信和教会 鳥取県鳥取市吉方温泉

神様を求める

鳥取信和教会員　廣田のぞみ

教団総務幹事　藤盛勇紀

僕イエス様を信じています

用瀬教会員　国岡啓二 伝道キャラバン鳥取に参加して

東京神学大学 4年　瀧山喜与実

東京神学大学大学院 2年　佐藤　愛

用瀬教会 鳥取県鳥取市用瀬町

伝道の喜びを経験する旅

♫
Tottorisinwa Church

Mochigase Church

Caravan Member
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●発行者／石橋秀雄　●発行日／ 2013 年 11 月 24 日 伝道推進室報No.2

《伝道推進室基本方針》
日本基督教団は、聖なる公同の教会に連なる福音主義合同教会である。本教団は、
簡易信条と公会主義の伝統を継承しつつ、十字架と復活の主のご委託に応えて、日
本伝道の幻に仕える。伝道推進室は、伝道委員会のもとに設置された機関であり、『日
本基督教団信仰告白』と『日本基督教団教憲教規』に基づく信仰の一致をもって、
さらには将来の『伝道局』構想を視野に入れつつ、教団全体における伝道の実践と
研究に取り組み、教団内諸教会、諸団体における伝道の推進に仕えるために活動する。

編集後記
suisinsitsu News No.2 をお届けいたします。
伝道推進室で開始されている新たな伝道のわ
ざを、ぜひともお支えください。東海教区の
伝道協議会で、伝道推進室についての協議が
もたれ、高齢者への伝道についての要望があ
りました。早速、検討を開始しています。今
年もクリスマスが近づいています。救い主の
降誕を多くの人々と共に喜び祝うために、諸
教会の働きが祝福されますように！

（広報実務委員会）
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教会伝道応援、開始します！
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1,000円

2,000円
申込／問合せ♦大三島義孝（推進室担当幹事 FAX 03-3202-0544）まで

「伝道に燃える教会」必見の
歴史的記念映像です。

新制度の最新情報、貴重なノウハウ満載。
教会幼稚園・保育園にお勧めします。

　富士山の裾野にある恵まれた環境で、若者たちがイエス・キリストと、
各地の信仰の仲間たちと出会い、御言葉に心燃やされる 3 日間となる
ことを願っています。どうか求道者が洗礼の決意を与えられ、すべて
の若者が神と人に仕えるために立ち上がり、さらには伝道者として献
身する者が与えらますように。
　教団で全国規模の中高生、青年を対象とした大会を行うのは 44 年
ぶりとなります。青年伝道は教団の使命です。皆様の伝道所・教会か
ら中高生、青年をぜひお送りください。

2014年 8月 19日（火）～ 21日（木）
㈶日本 YMCA同盟　国際青少年センター　東山荘（静岡県御殿場市）

伝道推進室は、教会伝道応援として、「伝道礼拝・伝道集会等への

講師派遣」を開始いたします。伝道応援を希望される教会には、各

教区の協力委委員とご相談を頂き、所定の手続きに従ってお申し込

みを頂きます。伝道推進室が、講師謝礼、交通費、宿泊費等を負担

させて頂きます。詳細は別紙ご案内をお読み下さい。


